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企業の農業参入とダイバーシティを実現
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第134回 かわさき起業家オーディション
「かわさきビジネス・アイデアシーズ賞」受賞

　いま、日本では農業の担い手が不足しています。2015年から2022
年の７年間で、農業従事者は約53万人も減少しており、高齢化の勢
いも止まりません。農業を志す若者がなかなか増えず、担い手が不足
している一番の原因は、収入の不安定さです。農作物の生産量は天候
に左右されますし、自然災害などのリスクもあります。「農業をやっ
てみたいけど将来性を考えると厳しい」という声もよく聞こえてきま
す。また、土づくりや栽培方法など幅広い知識や技術が必要なことも、
新規参入の壁になっています。一般の人にとっては農地を借りること
も簡単ではありません。家庭菜園の感覚で初めても、なかなかうまく
いかないのが農業です。そういった障壁をなくし、農業をやりたい人
なら誰でもおいしい野菜をつくって収入を得られる仕組みをつくるた
めに、この事業を立ち上げました。性別や年齢、障害のあるなしに関
わらず、農業というフィールドで誰もが自分の可能性を広げられる世
界の実現を目指します。

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　私は大学時代、農学部に在籍していました。専攻は、
水耕栽培や養液栽培などの土を使わない農業です。大
学院まで進み、将来の進路を模索していた時に「自分
が研究者になるのではなく研究者を支援する仕事をし
たい」と考えて、卒業後はキャリア支援を行う人材総
合サービス企業へ入社しました。
　そして2014年、社内で研究者の支援事業がスタート
することになり、私は立ち上げメンバーとして手を挙
げました。当初考えていたビジネスモデルは、研究者
の成果や知財を企業と結びつけるマッチングビジネス
です。しかし、これを自社サービスとして確立するた
めには、どうしても技術を見極める「目効き」が必要
であることが分かってきました。ところが、社内に理
系の専門家はいません。どうするべきか思案していた
とき「農業なら浅井さん自身が専門家として携われる
のでは？」というアドバイスをもらいました。これが
今のビジネスアイデアにたどり着いたきっかけです。
　安定的な収入を得られるビジネスモデルにしたかっ
たので、ハウス栽培にすることは絶対条件でした。屋
外で行う露地栽培は管理が難しく、初心者にはハード
ルが高いからです。とはいえ、農業従事者でない私た
ちが農地を借り、ハウスを建てるのは、簡単なことで
はありませんでした。
　そこで思いついたのは、私が大学時代に学んだ水耕
栽培による植物工場です。室内で栽培できるため失敗
が少ないし、天候が生産量を左右することもありませ
ん。そして農地がなくても、テナントを借りれば始め
ることができます。そして、植物工場の大きなメリッ
トは「農福連携」を目指せることでした。障害のある
方でも作業しやすい空間を整えることにより、働く人
が安定した収入を得られ、能力を発揮できる農業モデ
ル「FUN EAT MARKERS」をスタートさせることに
なりました。

■ サービスの特徴
　私たちは2022年に人材総合サービス企業から分社化
し、川崎市の武蔵新城駅近くの商店街にモデル店舗
「FUN EAT MARKERS」をオープンしました。店内
に植物工場をつくり、クリスピーレタスやフレッシュ
ケールなどのリーフ類を水耕栽培しています。
HACCPに準じた衛生管理のもとで栽培する無農薬リ
ーフです。採れた野菜は店頭での販売のほか、併設す
るダイニングバーのメニューとしても提供しており、
野菜の付加価値を高める「６次化農業施設」になって
いることもポイントです。
　日本の野菜は単価が安いため、卸を通さない自社店
舗での直販と６次化による価値の向上は、この事業モ
デルにおいて外せない要素の一つでした。また、障害
のある方も自身の能力を発揮できるユニバーサルワー
クフローを導入していることも、私たちの大きな特長
です。さらに、商品である野菜を安定的に供給できる
ことはもちろん、洗わずにそのまま使え、冷蔵保存で
約２～６週間は品質が維持されるという驚異の鮮度を
実現しています。飲食のプロが「使いたい」と思う要
素が詰め込まれているため、私たちの野菜に魅力を感
じてくれる飲食店などへの販売ルートを開拓中です。

■ 現状の課題
　サービス面での課題は、武蔵新城のモデル店舗の黒
字化です。水耕栽培のノウハウやワークフローは確立
していますので、あとは結果を出すのみ。生産スピー
ドや店舗売上の向上、飲食店の販売ルート確立などを

達成し、収益を上げていきたいと思っています。また、
店舗で提供しているスムージーのように、生産した野
菜を６次化するためのネットワークとフローが、まだ
不安定な状態です。誰でも失敗なく量産できる体制へ
しっかり落とし込むために、現在トライアンドエラー
をくりかえしています。
　組織としての課題もあります。今は契約社員とアル
バイトを合わせて８名のメンバーが一丸となって頑張
ってくれていますが、まだまだスタートアップの段階
であり、成果に対しての十分な報酬を提供できている
とはいえません。もっと収益を上げて、メンバーの頑
張りにしっかり応えられる体制をつくっていくこと
も、いち早く達成したい目標です。
　
■ 今後の展開
　武蔵新城の店舗モデルをパッケージとして確立し、
自治体や企業などへのフランチャイズ展開を目指しま
す。障害者雇用に取り組む企業の方々が「FUN EAT 
MARKERS」を取り入れていただければ、単純に雇用
率を引き上げるだけでなく、健常者と同じように高品
質な野菜をつくるという新しい価値が生まれます。障
害者雇用は「できない」のではなく、環境を整えれば「で
きる」のだということも、このビジネスを通して証明
していきたいです。
　もう一つの展開は、福島県大熊町との連携です。2024
年12月、大熊町の中央産業拠点に、野菜の生産や販売、
加工を行う６次化農業施設「Fun Eat Makers in Okuma
（ファン・イート・メイカーズ・イン・大熊）」を開設
する予定です。大熊町の産業振興や地域活性を目指す
とともに、私たちのビジネスを全国へ展開するための
ノウハウを積み上げるという狙いもあります。大熊町
ではリーフだけでなくトマトの栽培も追加し、販売先
のニーズに合わせてカスタマイズした６次化商品の生
産にも挑戦したいと思っています。それらを形にでき
た後は、海外展開も視野に入れています。日本の野菜
の価格はコストに見合った利益が出ないことも、農業
の担い手が減っている原因の一つです。一方、ヨーロ
ッパやアメリカは食の安全に対する意識が高く、価値
に見合った野菜の価格になっています。適正価格での
取引は、安心・安全な食を維持していく上で欠かせな
い要素です。海外で私たちのパッケージを成功させ、
日本にその価値観を逆輸入することで、日本の農業再
生に寄与したいと考えています。
　　　 
■ エントリーを検討中の方へ一言
　今回、運よく賞をいただくことができましたが、も
し受賞できなかったとしても、参加したことに大きな
意味があったと感じています。オーディションの選考
書類をつくる中で自分の事業プランを改めて整理でき
ましたし、審査員の皆さまの指摘で気づいた「業界の
外側にいる方の視点」や「他社と比較したビジネスプ
ランの練り込みと完成度」という客観的な視点は、そ
の後の事業に活かすことができています。もちろん、
受賞したことで広がった人脈とネットワークは何者に
も代えがたいチャンスと財産です。ぜひ皆さんもチャ
レンジしてください。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　

　現在多くの製造現場では、検査検品を人の五感に頼っている状態です。検査検品には熟練の技術が必要で肉体的
に過酷な労働環境であることから、人手不足や不適切検査が深刻な問題となっており検査検品の自動化需要は増し
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　武蔵新城の店舗モデルをパッケージとして確立し、
自治体や企業などへのフランチャイズ展開を目指しま
す。障害者雇用に取り組む企業の方々が「FUN EAT 
MARKERS」を取り入れていただければ、単純に雇用
率を引き上げるだけでなく、健常者と同じように高品
質な野菜をつくるという新しい価値が生まれます。障
害者雇用は「できない」のではなく、環境を整えれば「で
きる」のだということも、このビジネスを通して証明
していきたいです。
　もう一つの展開は、福島県大熊町との連携です。2024
年12月、大熊町の中央産業拠点に、野菜の生産や販売、
加工を行う６次化農業施設「Fun Eat Makers in Okuma
（ファン・イート・メイカーズ・イン・大熊）」を開設
する予定です。大熊町の産業振興や地域活性を目指す
とともに、私たちのビジネスを全国へ展開するための
ノウハウを積み上げるという狙いもあります。大熊町
ではリーフだけでなくトマトの栽培も追加し、販売先
のニーズに合わせてカスタマイズした６次化商品の生
産にも挑戦したいと思っています。それらを形にでき
た後は、海外展開も視野に入れています。日本の野菜
の価格はコストに見合った利益が出ないことも、農業
の担い手が減っている原因の一つです。一方、ヨーロ
ッパやアメリカは食の安全に対する意識が高く、価値
に見合った野菜の価格になっています。適正価格での
取引は、安心・安全な食を維持していく上で欠かせな
い要素です。海外で私たちのパッケージを成功させ、
日本にその価値観を逆輸入することで、日本の農業再
生に寄与したいと考えています。
　　　 
■ エントリーを検討中の方へ一言
　今回、運よく賞をいただくことができましたが、も
し受賞できなかったとしても、参加したことに大きな
意味があったと感じています。オーディションの選考
書類をつくる中で自分の事業プランを改めて整理でき
ましたし、審査員の皆さまの指摘で気づいた「業界の
外側にいる方の視点」や「他社と比較したビジネスプ
ランの練り込みと完成度」という客観的な視点は、そ
の後の事業に活かすことができています。もちろん、
受賞したことで広がった人脈とネットワークは何者に
も代えがたいチャンスと財産です。ぜひ皆さんもチャ
レンジしてください。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　

　現在多くの製造現場では、検査検品を人の五感に頼っている状態です。検査検品には熟練の技術が必要で肉体的
に過酷な労働環境であることから、人手不足や不適切検査が深刻な問題となっており検査検品の自動化需要は増し




